
　

今
の
季
節
、
周
囲
の
木
々

の
緑
と
の
調
和
が
美
し
い
宮

城
県
図
書
館
は
、
蔵
書
約

１
０
０
万
冊
を
誇
る
宮
城
の

〝
知
の
宝
庫
〞。
最
近
は
映
画

「
図
書
館
戦
争 

Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｌ
Ａ

Ｓ
Ｔ 

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の

ロ
ケ
地
に
な
っ
た
こ
と
で
も

話
題
だ
。

　

ツ
ア
ー
は
職
員
の
萩
平
薫

さ
ん
の
案
内
で
、
３
階
に
あ

る
閉
架
書
庫
の
見
学
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
普
段
は
関
係
者
し

か
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な

い
エ
リ
ア
に
わ
く
わ
く
。
県

図
書
館
は
全
長
約
２
０
０
㍍

と
東
西
に
長
い
４
階
建
て
で
、

果
て
し
な
く
続
く
本
棚
に
圧

倒
さ
れ
る
。

　

ま
ず
は
新
聞
コ
ー
ナ
ー
。

棚
に
各
社
の
新
聞
が
重
ね
ら

れ
、
紙
の
色
が
あ
せ
た
昭
和

時
代
の
も
の
も
あ
る
。
萩
平

さ
ん
は
「
新
聞
の
保
存
に
つ

い
て
は
、
保
存
性
に
優
れ
た

『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
』
で

の
保
管
も
並
行
し
て
い
ま
す
。

開
架
フ
ロ
ア
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
よ
」
と
フ
ィ
ル
ム
を

伸
ば
し
て
見
せ
て
く
れ
た
。

自
分
が
生
ま
れ
た
日
の
新
聞

を
探
し
に
来
館
す
る
人
も
少

な
く
な
い
と
か
。

　

さ
ら
に
奥
へ
進
む
と
、
棚

に
納
ま
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な

本
を
発
見
。「
約
20
㌔
あ
り
、

館
内
で
は
最
重
量
。手
に
取
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
萩
平
さ
ん

に
促
さ
れ
、
持
ち
上
げ
て
み

る
と
ず
っ
し
り
。「
朝
鮮
半
島

地
図
集
成
」
で
、
中
は
地
図

帳
に
な
っ
て
い
た
。

　

閉
架
書
庫
の
ガ
ラ
ス
越
し

か
ら
は
、
開
架
フ
ロ
ア
に
あ

る
「
調
査
相
談
カ
ウ
ン
タ
ー
」

の
裏
側
が
丸
見
え
。
パ
ソ
コ

ン
モ
ニ
タ
ー
に
向
か
っ
て
仕

事
を
す
る
職
員
や
、
資
料
が

並
ぶ
作
業
机
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
も
面
白
い
。

　

ツ
ア
ー
は
中
盤
に
差
し
掛

か
り
、
閉
架
書
庫
に
な
っ
て

いきいきライフみやぎ（3）

い
る
４
階
へ
。
ボ
タ
ン
一
つ

で
操
作
で
き
る
移
動
棚
が

び
っ
し
り
と
並
ぶ
。
実
は
こ

こ
、
図
書
館
戦
争
の
映
画
で

出
演
者
が
書
庫
の
状
況
を
確

認
に
行
く
シ
ー
ン
が
撮
影
さ

れ
た
場
所
で
も
あ
る
。

　

貸
し
出
し
カ
ウ
ン
タ
ー
の

あ
る
３
階
へ

本
を
送
る
た

め
、
搬
送
機
が

用
意
さ
れ
て
い
る
の
も
裏
側

な
ら
で
は
。

　

４
階
に
は
約
２
０
０
０
本

も
の
16
㍉
映
画
フ
ィ
ル
ム
も

保
管
さ
れ
て
い
る
。「
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
が

普
及
す
る
以
前
に
活
用
さ
れ

て
い
た
記
録
メ
デ
ィ
ア
」
と

萩
平
さ
ん
。
県
図
書
館
で
は

２
０
１
４
年
か
ら
定
期
的
に

16
㍉
映
画
フ
ィ
ル
ム
上
映
会

を
開
催
し
、
シ
ニ
ア
世
代
を

中
心
に
「
懐
か
し
い
」
と
好

評
だ
。

　

図
書
館
見
学
ツ
ア
ー
へ
の

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

当
日
13
：
00
ま
で
に
１
階
の

総
合
案
内
前
に
集
合
の
こ
と
。

定
員
は
先
着
20
人
で
、
参
加

費
は
無
料
。

　
最
近
の
図
書
館
は
本
の
貸
し
出
し
の
他
に
、
お
話
会
や
上
映
会
な
ど
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
宮
城
県
図
書
館
が
毎
月
第
３

土
曜
に
企
画
し
て
い
る
「
図
書
館
見
学
ツ
ア
ー
」
は
、
普
段
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
図
書
館
の
裏
側
を
案
内
し
て
も
ら
え
、幅
広
い
世
代
に
好
評
だ
。

今
回
は
人
気
の
図
書
館
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。

懐
か
し
の
16
㍉
フ
ィ
ル
ム

シニア世代に優しい
図書館のサービス

　文字のサイズが通常の本より2、3倍大きく、視力
が低下しても比較的読みやすい。職員の増子敦子さ
ん（写真）は「歴史、童話、小説などさまざま。『ゲゲ
ゲの女房』など話題の本もあります」と説明する。

　年3回13:30～14:30に、図書館2階のミニシア
ター青柳館で開催している。
　10月8日㈯は「藩校と寺子屋」（1973年・22
分）、「河北新報のできるまで」（1967年・21分）、
2017年2月18日㈯は「マッチ売りの少女」（1967
年・19分）、「つるのおんがえし」（1965年・18分）、
「しあわせの王子」（1975年・19分）を上映する。

4階の閉架書庫はハイテクな移動棚

ガラス越しに調査相談カウンターを見学

上段にある色あせた新聞は昭和時代のもの

マイクロフィルム

仙台市泉区紫山1-1-1
開／9:00～19:00（子ども図書室、日曜、祝日、休日は17:00まで）
休／月曜（祝日、休日の場合は開館、翌平日休み）
TEL022-377-8441

宮城県図書館

「図書館は本の貸し出しを行うだ
けではありません。普段は開架し
ていない書籍や、図書館職員の
仕事が見える見学ツアーに参加
し、図書館に興味を持っていただ
けたらうれしいです」と萩平さん

知
の
宝裏

側
に

大
人
が
楽
し
め
る
宮
城
県
図
書
館
見
学
ツ
ア
ー

県
図
書
館
で

最
大
、最
重
量
の
本

大活字本コーナー

懐かしの16㍉映画フィルム上映会

　モニターに文字などを大き
く映し出す機器。開架フロア
に常設されているので、細か
い資料などを見る時に便利。

拡大読書機

庫
の潜

入

映
画
の
ロ
ケ
地
に


